
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位　円）

番号 措置名 補助事業の名称
補助事業者名

（間接補助事業者名）
補助事業に要し

た費用
補助金充当額 備　　　考

1
公共用施設に係る整備、
維持補修または維持運営
等措置

農業用水路修繕事業　第1号工
事

勝山市 3,596,400 2,366,000

2
公共用施設に係る整備、
維持補修または維持運営
等措置

農業用水路修繕事業　第2号工
事

勝山市 2,127,600 1,492,000

3 地域活性化措置 図書館維持運営事業 勝山市 24,931,983 15,000,000

　



Ⅱ．事業評価個票

番号

1

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

修繕工事 一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無 無

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 農業用水路修繕事業　第1号工事

補助事業者名または間接補助金事業者名 勝山市

補助事業実施場所 勝山市片瀬、旭町、昭和町

補助金充当額（円） 2,366,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 2,366,000

契約の相手方 契約金額（円）

㈱豊栄建設　 3,596,400

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 該当なし

補助事業の概要
　老朽化した農業用水路の目地部を補修し（施行延長L=816m、目地補修L=215.2m)、仮設工　一式）、水漏れの防
止と流況の安全、出水時の安全確保を図ります。

総事業費(円） 3,596,400

補助金事業の成果目標
　本用水は、工事施工から約50年が経過し、水路の老朽化により漏水が著しく、下流の農業用水に不足を来してい
る状況です。そのため、水路を修繕することにより目地部からの漏水を防ぎ、吸出しによる水路法面崩壊の防止や、
下流の農業用水への安定した水量供給など、低下した水路機能の回復を行います。

補助金事業の成果指標
　老朽化した農業用水路の目地部を補修し（工事延長816m）漏水回数を減少させることにより、安定した通路の確保
や、土砂流出の防止、草刈り等の維持管理の負担軽減を図ります。

補助事業の成果
および評価

　老朽化した農業用水路の目地部71箇所の補修を行うことにより用水の漏水を防ぎ、下流用水への安定した水量供
給など水路機能の回復および、水路内に堆積した土砂等を浚渫し、流況の安定と取水時の安全を確保することで、
地域住民による農業経営の安定と田園景観の保全に寄与することができました。



Ⅱ．事業評価個票

番号

2

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

請負 一般競争入札

請負 一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無 無

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 農業用水路修繕事業　第2号工事

補助事業者名または間接補助金事業者名 勝山市

補助事業実施場所 勝山市昭和町

補助金充当額（円） 1,492,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 1,492,000

契約の相手方 契約金額（円）

㈱足立建設　 1,468,800

㈱勝山建設　 658,800

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 該当なし

補助事業の概要
　農業用水路の維持管理に係る工事を実施し（施行延長　L=178.9m、コンクリート工　A=249.1㎡、仮設工　一式）、
地域住民の負担軽減を図ります。

総事業費(円） 2,127,600

補助金事業の成果目標
　本用水は、工事施工から約50年が経過し、地域住民による維持管理がされており、特に山際の用水路の維持管
理（草刈り、倒木処理等）に苦慮している状況です。そのため、当該農業用水路の管理用通路をコンクリート化する
ことにより、安定した通路の確保や、土砂流出の防止、草刈り等の維持管理の負担軽減を図ます。

補助金事業の成果指標
　農業用水路周辺を補修し（工事延長178.9m）、地域住民による農業経営の安全性・効率性を高めるとともに、地
域の田園景観の保全に努めます。

補助事業の成果
および評価

　農業用水路の管理用通路178.9mをコンクリート化することにより、土砂流出等を防ぎ、通路の安定・安全を確保
し、さらに草刈り等の維持管理の負担を軽減することができました。これにより、地域住民による農業経営の安定と
田園景観の保全に寄与することができました。



Ⅱ．事業評価個票

番号

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

職員人件費 雇用

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無 特になし

措　置　名 補助事業名

地域活性化措置 図書館維持運営事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 勝山市

補助事業実施場所 勝山市立図書館（勝山市昭和町１丁目）

補助金充当額（円） 15,000,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 15,000,000

契約の相手方 契約金額（円）

－ 24,931,983

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特になし

補助事業の概要  市民に愛される市立図書館を目指し健全な図書館環境の維持運営を行うため、12か月分の人件費（10名分）に本交付金を充当します。

総事業費(円） 24,931,983

補助金事業の成果目標
　当市では市立図書館を市民の学びの場や情報提供の拠点と位置づけ、市民・学校・他の行政機関に対して図書資料や情報を提供していきま
す。さらに、図書館の通常業務はもちろんのこと、他自治体との合同読書大会、子どもへの絵本の読み聞かせ講座や夏休みお助けコーナーとし
ての標本の名前調べ会など、多様な事業・行事を通じ、市民の教育と文化の発展に寄与するため、健全な図書館環境の管理を図ります。

補助金事業の成果指標
　本交付金事業を活用し、図書館環境の向上を図り、工夫を凝らした企画コーナーや講座等の多彩な行事を実施することにより年間入館者
92,000人以上を目指します。

補助事業の成果
および評価

市民の教育と文化発展・向上に寄与するよう、図書館環境の維持運営を行いました。以前より実施している他自治体との合同読書大会や、ブッ
クスタート事業を継続して実施したほか、講座等を開催することにより、図書館へ親しみをもってもらうことで、より多くの人に足を運んでもらえるよ
うに努めました。また、小説の本の帯を表紙の裏に貼りつけ、内容が一目でわかるような工夫を行うなど、市民の利便性向上に努めることで、市
民の学びと情報の拠点としての機能強化を図りました。
　第５次勝山市総合計画政策の施策指標として設定している「入館者数92,000名」については、大雪の影響もあり、平成29年度の入館者は
80,667名で、目標を達成することはできませんでしたが、適切な運営をこれからも続け、安定的な入館者数確保に努めていきます。


